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保
険
・
保
育
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

保
険
・
保
育
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

条
例
・
人
事
異
動
・
公
共
施
設

条
例
・
人
事
異
動
・
公
共
施
設

六
月
定
例
会
で
は
、
六
月
二
十
一
日

（
月
）、
二
十
二
日
（
火
）
の
二
日
間
、
十

三
人
の
議
員
が
、
市
政
に
関
す
る
四
十
一

項
目
の
内
容
に
つ
い
て
、
通
告
順
に
質
問

を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

日
本
共
産
党

木
野
下

章

本
来
貧
富
の
差
を
な

く
す
は
ず
の
税
金
や
社

会
保
障
が
、
反
対
に
日
本
の
貧
困

率
を
押
し
上
げ
て
い
る
。
中
で
も

高
す
ぎ
る
国
保
料
は
問
題
で
あ
る
。

厚
労
省
は
子
ど
も
の
無
保
険
を

な
く
す
よ
う
通
達
を
出
し
た
。
芦

屋
で
は
ど
の
子
に
も
保
険
証
が
届

い
て
い
る
か
。

経
済
的
に
困
窮

し
て
も
、
医
療
の
必
要
が
あ
れ
ば

保
険
証
を
出
す
よ
う
国
は
求
め
て

い
る
。
窓
口
十
割
負
担
の
資
格
証

発
行
は
や
め
よ
。

高
い
保
険
料

は
国
の
責
任
大
で
あ
る
が
、
市
も

引
き
下
げ
に
さ
ら
に
努
力
せ
よ
。

子
ど
も
の
い
る
世

帯
に
は
、
未
交
付
の
な

い
よ
う
努
め
て
き
た
。
国
民
健
康

保
険
法
の
改
正
趣
旨
を
踏
ま
え
、

子
ど
も
の
短
期
被
保
険
者
証
を
七

月
更
新
分
か
ら
郵
送
す
る
。

資
格
証
明
書
の
発
行
は
し
な
い

よ
う
努
め
て
い
る
が
、
原
則
的
に

資
格
証
明
書
の
発
行
を
し
な
い
立

場
に
は
立
て
な
い
。

国
庫
負
担
割
合
の
引
き
上
げ
等

高
す
ぎ
る
国
民
健
康
保
険
料

高
す
ぎ
る
国
民
健
康
保
険
料

の
引
き
下
げ
を

の
引
き
下
げ
を

に
よ
る
財
政
措
置
拡
大
に
つ
い
て
、

国
に
要
望
す
る
と
と
も
に
、
減
免

制
度
等
を
活
用
し
、
保
険
料
の
軽

減
に
努
め
て
い
る
。

日
本
共
産
党

森

し
ず
か

不
況
で
仕
事
と
子
育

て
の
両
立
を
望
む
現
状

が
あ
る
が
、
保
育
所
整
備
が
追
い

つ
い
て
い
な
い
。
市
内
六
公
立
保

育
所
、
六
民
間
保
育
園
に
対
し
、

六
月
待
機
児
童
数
は
一
六
七
人
。

こ
れ
以
上
民
間
に
頼
る
こ
と
な
く

公
立
保
育
所
の
増
設
を
求
め
る
。

昨
年
度
の
子
育
て
支
援
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
共
働
き
が
理
由
で

乳
幼
児
一
時
預
か
り
利
用
が
約
五

割
。
待
機
児
童
の
約
八
割
が
ゼ
ロ

二
歳
児
で
あ
り
、
公
立
一
時
保

育
や
緊
急
対
応
、
待
機
中
の
相
談

な
ど
あ
ら
ゆ
る
手
立
て
を
求
め
る
。

新
た
に
、
公
立
保
育

所
を
増
設
す
る
こ
と
に

つ
い
て
は
、
さ
ら
に
本
市
の
財
政

負
担
を
増
す
こ
と
に
な
る
の
で
考

え
て
い
な
い
。

一
時
預
か
り
事
業
に
つ
い
て
は
、

コ
ス
ト
面
で
効
率
的
で
あ
り
多
様

保
育
所
入
所
の
希
望
に
応
え

保
育
所
入
所
の
希
望
に
応
え

る
た
め
に

る
た
め
に

緑保育所で緑保育所で

イ
ー
ブ
ン

中
島

健
一

名
誉
市
民
条
例
が
制

定
さ
れ
て
か
ら
三
〇
年

が
た
と
う
と
し
て
い
る
が
、
い
ま

だ
に
活
用
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
。

市
制
七
〇
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た

っ
て
、
活
用
を
検
討
す
べ
き
で
は

な
い
か
。
ま
た
、
定
期
的
な
対
象

者
有
無
の
選
考
会
等
を
開
く
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

職
務
代
理
者
に
つ
い
て
、
規
則

で
定
め
て
い
る
が
、
地
方
自
治
法

等
に
照
ら
し
不
適
切
で
は
な
い
が

現
在
の
ま
ま
で
は
問
題
が
あ
る
。

規
則
を
改
訂
し
、
よ
り
適
切
な
規

則
に
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

名
誉
市
民
条
例
の
活
用
と

名
誉
市
民
条
例
の
活
用
と

職
務
代
理
者
規
則
の
改
訂
を

職
務
代
理
者
規
則
の
改
訂
を

医
療
・
福
祉

医
療
・
福
祉

教
育
・
ま
ち
づ
く
り
・
集
会
所

教
育
・
ま
ち
づ
く
り
・
集
会
所

イ
ー
ブ
ン

松
木

義
昭

県
教
委
は
、
現
在
十

六
あ
る
公
立
高
校
（
全

日
制
普
通
科
）
の
学
区
を
統
合
し
、

通
学
区
域
を
広
げ
る
方
針
を
決
め

た
。

全
県
一
区

も
選
択
肢
と

し
て
検
討
し
、
早
け
れ
ば
現
在
の

中
学
一
年
生
が
高
校
受
験
す
る
二

〇
一
三
年
度
入
試
か
ら
実
施
し
た

公
立
高
校
の
学
区
統
合
に
つ

公
立
高
校
の
学
区
統
合
に
つ

い
て
市
教
委
の
考
え
を
問
う

い
て
市
教
委
の
考
え
を
問
う

緑保育所で緑保育所で

緑保育所で緑保育所で

な
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
と
い
う

こ
と
で
民
間
保
育
園
に
担
っ
て
も

ら
っ
て
い
る
の
で
、
公
立
保
育
所

で
実
施
す
る
考
え
は
な
い
。

待
機
児
童
の
保
護
者
か
ら
の
相

談
に
つ
い
て
は
、
窓
口
な
ど
で
可

能
な
限
り
、
て
い
ね
い
に
相
談
に

応
じ
る
よ
う
心
が
け
て
い
る
。

新
社
会
党

前
田

辰
一

市
で
は
第
四
次
総
合

計
画
を
策
定
中
で
あ
る

が
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
は
福
祉

と
環
境
重
視
で
あ
る
。
市
長
は
か

つ
て
コ
ミ
バ
ス
等
の
導
入
を
施
政

方
針
で
打
ち
出
し
た
が
、
す
ぐ
さ

ま
方
針
転
換
を
し
た
。
市
内
の
バ

ス
路
線
に
は
片
寄
り
が
あ
り
、
市

内
西
、
東
側
の
バ
ス
水
準
が
低
い
。

ま
た
、
路
線
が
あ
る
場
所
で
も
便

数
が
少
な
い
。
新
設
さ
れ
た
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
も
交
通
利
便
性
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
公
共
交
通
政

策
の
確
立
、
車
社
会
か
ら
の
転
換
、

コ
ミ
バ
ス
導
入
を
検
討
す
べ
き
だ
。

現
在
の
と
こ
ろ
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
導

入
は
考
え
て
い
な
い
。
し
か
し
、

地
域
の
公
共
交
通
基
盤
を
充
実
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
、
路
線

バ
ス
の
利
用
活
性
化
に
向
け
た
取

り
組
み
や
地
域
公
共
交
通
の
課
題

整
理
を
進
め
る
。
ま
た
、

阪
神

都
市
圏
公
共
交
通
利
用
促
進
会

議

に
本
市
も
参
加
し
て
お
り
、

公
共
交
通
の
利
用
促
進
や
車
か
ら

の
利
用
転
換
を
促
す
施
策
を
研
究

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
市
内

公
共
交
通
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

今
後
検
討
し
て
い
く
。

暮
ら
し
豊
か
に

暮
ら
し
豊
か
に

コ
ミ
バ
ス
導
入
を
求
め
る

コ
ミ
バ
ス
導
入
を
求
め
る

イ
ー
ブ
ン

中
島
か
お
り

児
童
虐
待
は
毎
年
増

加
し
て
お
り
、
家
庭
の

子
育
て
機
能
が
弱
く
な
っ
て
い
る

社
会
的
要
因
も
踏
ま
え
、
減
ら
す

た
め
の
課
題
を
ど
う
考
え
る
の
か
。

子
宮
頸
が
ん
は
、
早
期
発
見
早
期

治
療
の
た
め
に
ワ
ク
チ
ン
や
検
診

率
向
上
に
向
け
た
公
費
助
成
の
考

え
は
あ
る
か
。
性
感
染
症
予
防
知

識
の
普
及
、
学
校
現
場
の
性
教
育

の
取
り
組
み
も
同
時
に
求
め
る
。

特
別
支
援
教
育
は
、
ラ
イ
フ
ス
テ

ー
ジ
を
つ
な
ぐ
一
貫
し
た
援
助
の

た
め
に
縦
割
り
行
政
が
阻
害
要
因

に
な
ら
な
い
取
り
組
み
を
求
め
る
。

児
童
虐
待
の
今
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

オ
ー
プ
ン
予
定
の
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

や
相
談
体
制
な
ど
、
一
極
集
中
す

る
形
で
体
制
の
充
実
を
図
っ
て
い

く
。
ワ
ク
チ
ン
の
公
費
助
成
に
つ

い
て
は
、
実
施
時
期
、
助
成
額
等

を
含
め
て
検
討
し
て
い
く
。
特
別

支
援
教
育
は
、
障
が
い
児
機
能
訓

練
事
業
を
新
規
事
業
と
し
て
取
り

組
み
、
普
及
啓
発
に
努
め
る
。
特

別
支
援
教
育
セ
ン
タ
ー
と
行
政
と

の
連
携
も
さ
ら
に
深
め
て
い
く
。

創
政
ク
ラ
ブ

い
と
う
ま
い

十
五
年
間
延
期
さ
れ

て
い
た
福
祉
セ
ン
タ
ー

が
、
七
月
に
オ
ー
プ
ン
す
る
が
、

セ
ン
タ
ー
へ
出
向
く
た
め
の
交
通

整
備
が
い
ま
だ
に
不
十
分
で
あ
る
。

利
用
し
や
す
い
よ
う
、

病
院
の

巡
回
バ
ス

の
利
用
を
提
案
。
巡

回
バ
ス
の
利
用
に
よ
り
、
福
祉
と

医
療
を
結
ぶ
さ
ら
な
る
効
果
を
望

む
。
子
宮
頸
が
ん
は
、
ワ
ク
チ
ン

子
ど
も
た
ち
の
輝
く
未
来
へ

子
ど
も
た
ち
の
輝
く
未
来
へ

芦
屋
市
は
ど
う
取
り
組
む
か

芦
屋
市
は
ど
う
取
り
組
む
か

医
療
と
福
祉
を
結
ぶ
ネ
ッ
ト

医
療
と
福
祉
を
結
ぶ
ネ
ッ
ト

ワ

ク
を
目
指
し
て

ワ

ク
を
目
指
し
て

に
よ
り
唯
一
予
防
可
能
な
が
ん
で
、

十
五
歳
ご
ろ
ま
で
の
接
種
が
有
効

と
さ
れ
て
い
る
。
対
象
者
と
保
護

者
へ
の
啓
発
指
導
の
充
実
と
ワ
ク

チ
ン
の
公
費
助
成
を
要
望
す
る
。

巡
回
バ
ス
の
利
用
に

つ
い
て
は
、
関
係
機
関

と
の
協
議
が
必
要
で
あ
り
、
ま
だ

結
論
が
出
て
い
な
い
。
交
通
機
関

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
の
福

祉
と
医
療
の
連
携
が
図
ら
れ
る
こ

と
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
な
る
の

で
、
阪
急
バ
ス
に
、
呉
川
町
、
中

央
公
園
前
の
バ
ス
路
線
の
増
便
の

要
望
を
し
て
い
く
。
子
宮
頸
が
ん

予
防
の
啓
発
、
指
導
で
は
、
子
ど

も
た
ち
に
、
適
切
な
性
教
育
を
進

め
て
い
く
。
ワ
ク
チ
ン
の
公
費
助

成
に
つ
い
て
は
、
実
施
時
期
、
助

成
額
等
を
含
め
て
検
討
し
て
い
く
。

公
明
党

帰
山

和
也

認
知
症
高
齢
者
の

早
期
発
見
の
た
め
、
本

市
医
師
会
と
の
連
携
を
さ
ら
に
深

め
、
診
療
所
、
芦
屋
病
院
と
福
祉

部
局
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

す
べ
き
で
は
。

悪
質
商
法
か
ら

の
勧
誘
の
際
、
直
ち
に
本
市
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
等
に
相
談
で
き
る

よ
う
マ
グ
ネ
ッ
ト
式
カ
ー
ド
に
連

絡
先
を
記
載
し
て
配
布
し
て
は
ど

う
か
。

災
害
時
に
、
自
力
避
難

が
困
難
な
要
援
護
者
支
援
計
画
策

定
は
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
モ

デ
ル
地
区
を
指
定
し
て
先
行
実
施

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

早
期
発
見
に
つ
な

げ
る
シ
ス
テ
ム
づ
く
り

は
、
今
後
研
究
し
て
い
く
。
認
知

症
に
関
す
る
芦
屋
市
医
師
会
と
の

連
携
は
、
地
域
ケ
ア
会
議
で
協
議
、

検
討
し
て
お
り
、
さ
ら
に
連
携
を

深
め
て
い
く
。

消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
の
連
絡
先
を
記
載
し
た
マ
グ

ネ
ッ
ト
タ
イ
プ
の
カ
ー
ド
も
検
討

し
て
い
く
。

い
く
つ
か
の
地
域

認
知
症
、
悪
質
商
法
、

認
知
症
、
悪
質
商
法
、

要
援
護
者
対
策
を
急
げ

要
援
護
者
対
策
を
急
げ

緑保育所で緑保育所で

に
お
願
い
を
し
、
津
波
や
土
砂
災

害
を
対
象
と
し
た
モ
デ
ル
地
区
を

指
定
し
試
行
を
行
い
、
災
害
時
に

有
効
な
要
援
護
者
支
援
プ
ラ
ン
を

作
成
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

公
明
党

田
原

俊
彦

昨
今
、
独
居
老
人
の

世
帯
や
、
老
老
介
護
が

増
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
現
状
は
、

現
在
の
介
護
保
険
で
は
、
十
分
カ

バ
ー
で
き
な
い
。
今
後
は

地
域

の
介
護
力

の
開
発
が
必
要
だ
と

考
え
る
。
介
護
力
の
一
例
と
し
て

介
護
相
談
員

の
導
入
を
提
案

し
た
い
。
介
護
相
談
員
と
は
、
事

前
に
市
に
登
録
を
済
ま
せ
て
、
各

施
設
を
定
期
的
に
訪
問
し
、
施
設

側
の
立
場
で
な
く
利
用
者
や
家
族

の
側
に
立
ち
相
談
に
乗
る
。
地
域

力
を
生
か
し
て
、
制
度
を
カ
バ
ー

し
て
い
く
こ
と
が
肝
要
だ
。

介
護
相
談
員
制
度
に

つ
い
て
は
、
近
隣
市
で

は
、
西
宮
市
、
尼
崎
市
、
宝
塚
市

が
実
施
し
て
お
り
、
本
市
の
こ
の

制
度
に
つ
い
て
の
認
識
は
、
介
護

相
談
員
が
各
施
設
に
行
き
、
利
用

者
か
ら
、
話
を
聞
い
て
、
そ
の
こ

と
を
改
善
し
て
い
く
と
い
う
こ
と

は
、
そ
こ
で
日
常
生
活
を
し
て
い

る
利
用
者
に
と
っ
て
は
、
非
常
に

重
要
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。こ

の
制
度
に
つ
い
て
は
、
で
き

る
だ
け
早
く
実
現
の
方
向
に
持
っ

て
い
け
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

地
域
の
介
護
力

を
開
発

地
域
の
介
護
力

を
開
発

す
る
べ
き
で
は
な
い
か

す
る
べ
き
で
は
な
い
か

市
勢
の
発
展
や
社
会
、

文
化
の
興
隆
に
貢
献
さ

れ
、
郷
土
の
誇
り
と
し
て
市
民
か

ら
尊
敬
を
受
け
る
方
に
対
し
名
誉

市
民
の
称
号
を
贈
る
も
の
で
、
そ

の
表
彰
は
慎
重
に
行
う
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
定
期

的
な
選
考
会
の
開
催
は
現
在
の
と

こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。
職
務
代
理

者
に
つ
い
て
は
、
規
則
に
よ
り
、

部
長
ま
た
は
参
事
の
職
に
あ
る
職

員
の
年
長
の
順
序
に
よ
る
と
定
め

て
い
る
が
、
他
市
に
お
い
て
職
責

名
、
組
織
の
順
で
定
め
て
い
る
例

も
あ
る
の
で
検
討
し
て
い
く
。

イ
ー
ブ
ン

重
村
啓
二
郎

年
々
正
規
職
員
が
減

少
す
る
中
、
特
に
繁
忙

期
を
迎
え
る
市
民
課
、
収
税
課
、

課
税
課
、
保
険
医
療
助
成
課
、
こ

ど
も
課
等
の
窓
口
業
務
、
そ
の
他

市
民
参
画
課
等
の
繁
忙
期
を
抱
え

る
職
場
に
関
し
て
は
、
四
月
一
日

に
異
動
し
た
ば
か
り
で
あ
る
と
、

職
員
が
慣
れ
な
い
仕
事
の
た
め
に
、

待
ち
時
間
が
長
く
な
っ
た
り
、
間

違
い
等
で
市
民
に
ご
迷
惑
が
か
か

四
月
一
日
の
一
斉
の
人
事
異
動

四
月
一
日
の
一
斉
の
人
事
異
動

を
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か

を
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か

ら
な
い
よ
う
に
異
動
時
期
を
考
え

直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

人
事
異
動
に
つ
い
て

は
、
新
規
採
用
者
の
配

置
や
退
職
者
の
欠
員
補
充
等
に
対

応
さ
せ
、
業
務
全
体
を
支
障
の
な

い
よ
う
に
機
能
さ
せ
る
時
期
と
し

て
は
、
四
月
一
日
に
実
施
す
る
こ

と
が
最
も
妥
当
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
る
。
異
動
時
期
を
見
直
す

こ
と
に
つ
い
て
は
、
本
市
の
よ
う

な
小
さ
い
組
織
で
は
、
窓
口
業
務

の
繁
閑
に
合
わ
せ
た
人
事
異
動
は

難
し
い
と
考
え
て
お
り
、
繁
忙
期

に
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を

来
さ
な
い
よ
う
、
臨
時
的
任
用
職

員
等
で
対
応
し
て
い
る
。

新
社
会
党

山
口
み
さ
え

山
登
り
を
楽
し
ま
れ

る
市
民
の
方
か
ら
、
目

的
地
を
誘
導
し
た
り
案
内
す
る
標

識
を
充
実
さ
せ
て
ほ
し
い
等
の
要

望
が
あ
る
が
、
市
街
地
や
ハ
イ
キ

ン
グ
コ
ー
ス
も
含
め
迅
速
な
対
応

を
求
め
る
。
ま
た
震
災
前
に
ま
ち

づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
公
共
施

設
等
を
対
象
に
案
内
、
誘
導
の
機

市
内
の
公
共
施
設
等
の

市
内
の
公
共
施
設
等
の

看
板
設
置
に
つ
い
て

看
板
設
置
に
つ
い
て

緑保育所で緑保育所で

能
を
果
た
す
芦
屋
市
サ
イ
ン
計
画

と
い
う
の
が
あ
っ
た
が
、
現
在
第

四
次
芦
屋
市
総
合
計
画
策
定
に
あ

た
り
、
今
の
芦
屋
市
の
ま
ち
に
合

っ
た
シ
ン
プ
ル
で
、
市
民
に
親
切

な
サ
イ
ン
計
画
の
検
討
が
必
要
。

昨
年
度
、
ハ
イ
キ
ン

グ
道
の
道
し
る
べ
と
案

内
板
の
状
況
調
査
を
行
っ
た
。
こ

の
調
査
に
基
づ
き
一
部
修
正
す
る

部
分
の
看
板
の
製
作
を
し
た
。
看

板
の
設
置
は
、
来
年
度
以
降
に
対

応
し
た
い
。
サ
イ
ン
計
画
に
つ
い

て
は
、
区
画
整
理
事
業
な
ど
の
震

災
復
興
事
業
に
よ
り
、
市
内
の
街

並
み
や
道
路
網
が
変
化
し
た
た
め
、

平
成
五
年
に
作
成
し
た
計
画
を
見

直
す
必
要
が
あ
る
。
現
況
の
再
調

査
、
設
置
箇
所
の
見
直
し
や
外
国

語
で
の
表
記
等
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
き
た
い
。

い
意
向
で
あ
り
、
市
内
の
中
学
校

や
生
徒
・
保
護
者
の
間
で
不
安
の

声
が
出
て
い
る
。
芦
屋
学
区
と
神

戸
第
一
学
区
が
統
合
し
て
い
る
現

在
の
状
況
が
ベ
ス
ト
だ
と
考
え
る

が
、
芦
屋
学
区
は
今
後
ど
う
な
る

の
か
。
ま
た
、
市
教
委
の
考
え
は
。

学
区
統
合
に
対
す
る

考
え
方
で
あ
る
が
、
平

成
十
七
年
度
に
行
わ
れ
た
芦
屋
学

区
と
神
戸
第
一
学
区
と
の
統
合
に

よ
り
、
生
徒
の
選
択
肢
は
拡
大
さ

れ
て
お
り
、
複
数
志
願
選
抜
制
度

も
定
着
し
つ
つ
あ
る
中
で
は
、
現

在
の
入
試
シ
ス
テ
ム
を
定
着
さ
せ

る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

通
学
区
域
を
拡
大
す
る
方
向
性
に

つ
い
て
は
、
県
教
委
に
対
し
、
本

市
の
実
情
、
保
護
者
の
思
い
を
十

分
に
説
明
し
、
本
市
の
生
徒
が
不

利
に
な
ら
な
い
よ
う
、
慎
重
に
議

論
を
尽
く
す
よ
う
強
く
要
請
す
る
。

無
所
属

長
谷

基
弘

商
業
ゾ
ー
ン
開
発
に

つ
い
て
は
、
何
度
も
問

題
点
を
指
摘
し
た
が
具
体
的
な
進

展
が
全
く
見
ら
れ
な
い
。
開
発
優

先
で
事
業
提
案
競
技
内
容
の
変
更

は
や
り
た
い
放
題
。
市
条
例
は
無

視
さ
れ
て
い
る
。
植
栽
に
つ
い
て

も
、
市
基
準
の
高
木
に
代
わ
る
中

木
本
数
と
寸
法
不
足
に
つ
い
て
、

調
査
報
告
で
は
四
〇
九
本
も
確
認

さ
れ
た
。
い
つ
こ
の
不
足
植
栽
を

植
え
さ
せ
る
の
か
。

ま
た
、
提
案
さ
れ
た
内
容
が
違

っ
て
も
芦
屋
市
は
問
題
な
い
と
考

え
て
い
る
の
か
。

植
栽
に
つ
い
て
は
、

事
業
者
と
協
議
を
行
い
、

第
二
期
の
テ
ナ
ン
ト
出
店
の
時
期

に
合
わ
せ
て
中
木
の
寸
法
不
足
の

潮
芦
屋
地
区
の
開
発
行
為
は

潮
芦
屋
地
区
の
開
発
行
為
は

市
の
条
例
無
視
で
は
な
い
か

市
の
条
例
無
視
で
は
な
い
か

改
善
を
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。

こ
の
度
の
商
業
ゾ
ー
ン
の
事
業

者
に
市
と
し
て
直
接
指
導
で
き
る

こ
と
は
、
地
区
計
画
等
の
法
令
等

に
基
づ
く
届
出
に
対
し
て
、
基
準

を
適
合
さ
せ
る
こ
と
ま
で
で
、
県

が
行
っ
た
提
案
競
技
の
内
容
に
対

し
て
直
接
指
導
で
き
る
も
の
で
は

な
い
。
し
か
し
、
可
能
な
限
り
提

案
内
容
を
実
現
す
る
よ
う
企
業
庁

に
意
見
を
伝
え
て
い
る
。

イ
ー
ブ
ン

畑
中

俊
彦

三
条
集
会
所
に
つ
い

て
は
行
政
が
主
と
な
り
、

早
期
に
建
設
す
べ
き
で
あ
る
。
進

捗
状
況
と
見
解
を
伺
う
。
霊
園
を

望
む
市
民
の
声
は
大
き
い
。
市
立

芦
屋
高
校
跡
地
を
、
霊
園
事
業
用

地
に
一
部
適
用
で
き
な
い
か
。
ま

た
、
生
前
者
の
方
が
自
ら
の
墓
地

を
購
入
で
き
る
よ
う
霊
園
使
用
基

準
の
見
直
し
を
す
べ
き
で
は
な
い

か
。
ま
た
、
未
使
用
墓
地
の
返
還

に
つ
い
て
、
有
償
で
の
返
還
募
集

は
で
き
な
い
の
か
。
市
民
の
安
心

安
全
を
守
る
べ
き
消
防
の
組
織
力

を
増
や
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

三
条
地
区
集
会
所
は
、

現
在
地
元
を
中
心
に
話

を
進
め
て
お
り
、
早
期
に
建
設
で

き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。
芦

屋
高
校
跡
地
を
墓
地
に
転
用
す
る

考
え
は
な
い
。
霊
園
の
募
集
の
条

件
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
そ
の
都

度
、
霊
園
使
用
者
選
考
委
員
会
で

審
議
し
、
意
見
を
も
ら
っ
て
い
る
。

未
使
用
墓
地
の
返
還
は
、
有
償
に

よ
る
返
還
を
実
施
す
る
考
え
は
な

い
。
消
防
職
員
の
現
場
活
動
要
員

と
し
て
七
十
八
名
が
必
要
な
の
で
、

そ
の
人
員
を
確
保
し
つ
つ
、
体
制

の
整
備
を
図
っ
て
い
る
。

地
区
集
会
所
に
つ
い
て
・
霊
園

地
区
集
会
所
に
つ
い
て
・
霊
園

に
つ
い
て
・
消
防
に
つ
い
て

に
つ
い
て
・
消
防
に
つ
い
て

議員研修会で阪神水道企業団施設を視察議員研修会で阪神水道企業団施設を視察
５月 日（火）に、阪神水道企業団の各施設を視察しました。
阪神水道企業団は、安定した給水の確保のため、神戸市、尼崎市、西宮市、芦屋市が協力し、

昭和 年７月に設立された団体です。現在、本市の給水量の約 ％が阪神水道企業団から供給
されています。
当日は、淀川からの取水口がある大道取水場をはじめ、尼崎浄水場、送水センターなどを視

察し、各施設の概要等について説明を受けました。
阪神水道企業団では、経年化施設の維持管理と計画的な更新、経営効率化による経営基盤の

強化が今後の重要な課題となっているようです。
阪神水道企業団の事業運営は、本市をはじめ構成各市の水道事業に大きな影響を与えるため、

今後も密接な連携を図る必要があります。

行財政改革調査特別委員会（委員長：帰山和也）は、５月 日（金）に市内水道施設を視察しました。
当日は、実際の老朽管の布設替工事の状況や交換済みの老朽水道管等を視察し、また、関連施設と
して奥池浄水場や取水施設を見学しました。老朽施設更新計画で
は、市内の給配水管のうち、現在約 ％が法定耐用年数 年を超
える老朽管となっているが、今後効率よく更新を行えば平成 年
ごろに老朽管の比率 ％を維持したまま、耐震化率を ％から
％に向上させることができるという説明がありました。今後も適
切な予算で計画的な施設の整備・更新が行われるよう監視してい
く必要性が浮き彫りになりました。 奥池にて奥池にて

民生文教常任委員会が保健福祉センターを視察民生文教常任委員会が保健福祉センターを視察
地域福祉、障がい者自立支援、介護予防、子育て支援、保健福祉の機

能を備え、高齢者や障がいのある人の自立促進にむけた支援等総合的な

保健・福祉サービスを提供する地域福祉の拠点となる保健福祉センター

が７月に完成しました。民生文教常任委員会（委員長：畑中俊彦）では 保

健福祉センターについて を所管事務調査として継続調査しており、７

月５日（月）、民生文教常任委員７人と委員外議員 人が施設の見学を行

いました。今後の福祉行政の拠点として、新しい取り組みと、より充実

したサービスが期待できるものと感じました。 保健福祉センターにて保健福祉センターにて 淀川（大道取水場）にて淀川（大道取水場）にて

行革特委が水道施設を視察行革特委が水道施設を視察


